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支援者アンケート・ヒアリングについて 

  

【調査の趣旨】 

 子どもの貧困対策の支援策を検討するための基礎資料とするため、実際に子ども・保護

者を支援する立場にある機関・団体（そこに所属する職員）からの意見を聴取する。 

 

【調査の対象】（支援者として想定される機関、団体等の一例） 

分野 団体名 
   

分野 団体名    

保 

健 

福 

祉 

各区福祉事務所    

教 

育 

こども園 

 生活支援課    幼稚園 

 子育て支援課    小学校 

保健福祉センター    中学校 

こども園    高等学校 

保育所（園）    ＳＳＷ、ＳＣ 

放課後児童クラブ    保育 SW 

児童館      

児童養護施設、母子生活支援施設      

（乳児院、千代田寮、しずおかホー

ム） 
     

障害児(者)施設      

母子寡婦福祉会      

社会福祉協議会      

里親会      

民生委員・主任児童委員      

「学習支援・生活支援」を行う団体      

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－５ 
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静岡市「子どもの貧困」対策のための支援者向け調査（案） 

 

【 本調査について 】 

  本市が推進する「子どもの貧困対策」に関する支援策を検討する基礎資料とするため、 

日ごろ、子どもとその保護者を支援する立場にある部署・機関のみなさんから、子どもや 

保護者の様子、支援にあたっての課題等をお伺いするものです。 

 業務ご多忙の折、大変恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力い 

ただきますようお願いいたします。 

 

【 調査票回答にあたってのお願い 】 

【 ID（半角英数字）：       パスワード（半角英数字）： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 本調査は、日ごろ、子どもとその保護者の支援に関わっている方の中から、代表の 

方１名に回答をお願いいたします。（部署・機関におけるご意見をとりまとめのうえ、ご 

回答をお願いいたします。） 

２ 特にことわり書きがない限り、すべての質問にお答えください。  

３ お答えは、あてはまる選択肢の番号選択していただくものと、お答えの内容を具体的 

にご回答いただくものがあります。  

４ 「その他」を選択された場合には、 （ ）内に具体的な内容をご回答ください。  

 

【 この調査に関する問い合わせ先 】 

   静岡市 こども未来局 こども未来課 

   電話：054-221-1169 FAX：054-221-5026 

   E-mail：kodomomirai@city.shizuoka.lg.jp 

回答は下記いずれかの方法で上記の ID、パスワードで回答フォームから 
 
回答してください。 
 
①インターネットで URL（                   ）を直接入力 
②スマートフォン・タブレット端末で QR コードをよみとり、回答フォームから回答してください。 

mailto:kodomomirai@city.shizuoka.lg.jp
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回答いただく部署・機関についてお伺いします 

 

問 1 回答いただく部署・機関は、何区にありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．葵区 ２．駿河区 ３．清水区 

 

問 2 回答いただく部署・機関は、次のうちどれですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．市生活支援課 ２．市子育て支援課 ３．保健福祉センター 

４．こども園 ５．保育所（園） ６．幼稚園 

７．放課後児童クラブ ８．児童館 ９．小学校 

10．中学校 11．高等学校 12．スクールソーシャルワーカー  

13．その他（                       ） 

 

子どもや保護者の様子についてお伺いします 

 

問 3-1 生活や健康、学習面等で困難（以下、「困難」といいます）を抱えやすい、あるいは、 

   抱えている子どもには、どのような特徴・課題等があるとお考えですか。（自由記載） 

（例）食事が偏っている場合がある、部屋や荷物等が整理されておらず、忘れ物・紛失が目立つ など 

 

問 3-2 困難を抱えやすい、あるいは、抱えている保護者（家庭）には、どのような特徴・課題 

   等があるとお考えですか。（自由記載） 

（例）心身の病気がある、複数の仕事を掛け持ちしており子どもとのかかわりが少ない など 
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部署・機関の支援についてお伺いします 

 

問 4 貴部署・機関では、問 3-1、3-2 のような子どもやその保護者に対し、どのような支援を 

行っていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．家庭訪問 ２．居場所（遊びや読書の場）の提供 ３．食事の提供 

４．相談支援（育児・発達・教育・生活など） ５．経済支援（各種手当）の勧め・受付 

６．学習支援 ７．進学指導 ８．就労支援 ９．教育・保育支援 

10．その他（                             ） 

 

問 5 支援にあたり、他の部署・機関と連携（情報のやりとり、他部署・機関が実施するサービ 

スの紹介など）する機会がありますか。（どちらか１つに○） 

１．ある ２．ない 

 

問 6-1 支援にあたり、課題に思うこと、困難を感じることはありますか。（どちらか１つに○） 

１．ある ２．ない 

 

問 6-2 問 6-1 で「ある」とお答えいただいた場合、その内容について、具体的にお教えくだ 

さい。（自由記載） 

（例）支援者間でうまく連携がとれない、ライフステージが変わってからも継続的な支援が必要 など 

 

問 7 これまでの支援の中で、困難を抱えている子どもやその保護者の状況が改善に向かった事 

例があれば、その背景や要因、支援における工夫等についてお教えください。（自由記載） 

（例）手当の申請をした家庭に対し、その他のサービスについても広く情報提供した など 
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今後必要な支援・施策等についてお伺いします 

 

問 8 困難を抱えやすい、あるいは、抱えている子どもやその保護者に対して、今後、静岡市は 

どのような支援を行う必要があると考えますか。（自由記載） 

（例）経済的支援の充実、スクールソーシャルワーカー等の増員、親の就労支援 など 

 

以上で調査は終了です。ご協力いただきありがとうございました。 


